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れ
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搬
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．
み
で
、
之
を
一
撰
し
て
ゆ
麗
翻
係
書
と

慨
し
て
・
も
少
し
も
差
支
へ
な
い
程
度
の
、
も
の
で
・
．
為
う
か
ら
で
・
あ
る
．
ぴ
㎝
、
輝
度
洋

…
醐
　
題
i
…
は
讐
現
代
’
ゆ
度
仏
岬
　
の
姉
．
妹
鱗
桶
と
露
魁
口
ふ
べ
轟
ぐ
で
・
あ
ら
う
。
芳
回
し
て
国
境

代
印
度
痴
凱
と
同
じ
く
即
度
洋
館
係
書
の
．
先
服
と
よ
．
塚
つ
た
。
そ
の
・
内
容
は
卵

度
洋
の
大
勢
、
濃
洲
の
諸
渕
題
、
東
北
印
度
洋
の
諸
問
題
（
蕗
甲
、
馬
繋
、

ビ
ル
マ
）
、
四
度
の
譜
頑
愚
、
ゆ
度
津
島
演
の
譜
悶
題
、
霊
化
滞
鐸
．
津
の
諸
離

層
ハ
エ
ー
デ
ン
、
英
領
東
ア
ッ
リ
カ
、
モ
ザ
ム
ピ
ィ
ク
）
購
購
の
諸
問
題
、
邸

度
洋
に
於
け
る
英
國
の
．
諸
開
題
、
印
度
洋
の
八
－
後
の
各
篇
に
．
分
れ
る
。
払
、
し

て
之
は
邸
度
洋
を
め
ぐ
る
各
地
域
の
鮭
脅
、
箆
済
、
政
治
情
勢
の
概
論
で
あ

り
、
著
磯
が
兀
來
英
帝
図
研
酒
家
で
あ
る
数
か
、
寵
－
．
し
シ
て
之
等
の
諸
地
域

の
イ
ギ
リ
ス
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
つ
ト
あ
っ
た
遇
去
の
號
一
態
の
解
説
に
貴
…
を

そ
覧
ぎ
、
イ
ギ
リ
ス
の
内
海
削
度
洋
の
姿
を
蓮
べ
写
し
て
画
す
．
と
こ
ろ
が
な

い
。
最
も
私
が
期
．
心
し
た
の
は
最
後
の
醸
疲
洋
の
今
後
で
あ
る
が
之
に
は
撞

か
十
一
貝
が
常
て
ら
れ
て
る
る
に
過
　
ざ
ず
、
ユ
、
れ
も
問
題
の
．
核
心
を
突
く
こ

と
な
く
し
て
、
徒
ら
に
省
み
て
他
キ
・
．
　
．
．
目
ふ
こ
と
の
多
い
や
う
な
気
持
を
嬢
か

さ
れ
た
の
は
私
だ
け
で
あ
ら
う
か
。
末
尾
櫨
．
、
印
度
浮
と
我
が
員
本
．
茨
．
ろ
一

節
で
あ
る
が
、
之
は
箪
に
・
印
度
津
大
勢
の
二
化
を
知
ら
ず
し
て
今
後
の
聞
度

洋
を
論
ず
る
依
れ
と
の
忠
告
的
文
章
が
…
一
罪
を
購
い
て
蓮
べ
ら
れ
て
あ
る
の

み
で
、
甚
だ
讃
蔚
を
㌧
て
失
望
せ
し
む
る
“
要
す
る
に
こ
の
警
は
　
、
．
印
度
洋

問
題
臨
な
る
名
を
借
り
て
、
即
度
洋
を
め
ぐ
つ
回
土
と
住
民
の
解
説
痴
取
扱

　
　
ぐ

つ
．
た
も
の
に
渦
…
ぎ
ず
．
、
甚
だ
問
題
性
に
乏
し
い
。
ゆ
疲
洋
・
四
及
び
栂
邊
講
地

械
に
於
げ
る
イ
ざ
益
鷺
早
鼓
偏
蒙
っ
て
雰
弩
得
る
し
・
繍

“
闘
・
即
、
馬
場
、
ビ
ル
ツ
、
、
即
度
、
黒
檀
、
悪
罵
に
就
い
て
∵
澱
の
書
で
短
蒔
．

　
　
　
　
　
紹
　
　
　
　
介

照
岡
に
蝋
1
護
り
と
思
へ
ば
、
之
に
勝
る
書
は
な
い
○
た
ぐ
ア
ジ
ア
的
醸
度
洋
の

姿
に
陣
就
い
て
、
今
後
の
印
疫
津
と
H
本
と
の
醗
係
に
就
い
て
八
－
少
し
く
教
．
バ

す
る
と
こ
ろ
が
・
あ
っ
た
・
ら
と
講
つ
へ
る
の
で
・
あ
る
。

　
騰
落
畷
繊
璽
は
遽
寵
し
つ
〉
あ
り
、
職
果
は
甲
度
洋
に
も
及
ん
だ
。
伊
東

氏
の
言
を
借
り
．
る
な
ら
ば
、
一
、
探
傷
太
峯
洋
と
臨
度
洋
と
を
給
ぶ
叩
、
…
ツ
ッ
ヵ
海
、
・

胤
眠
．
と
ス
y
ダ
海
峡
に
於
け
る
人
黒
瀬
堰
堤
が
、
皇
軍
果
敢
の
菅
動
に
よ
り
全

く
鞭
除
け
ら
れ
、
〈
7
や
面
…
大
洋
は
期
せ
ず
し
て
一
審
化
し
つ
き
あ
る
．
こ
そ
の

一
難
化
が
如
何
な
る
指
導
方
錆
の
下
に
行
は
ろ
べ
き
か
に
就
い
て
は
、
翼
に

…
明
か
に
マ
…
り
べ
轟
．
、
で
▽
あ
ら
う
。
　
（
火
髄
警
唐
刊
、
β
6
．
販
、
　
…
∴
七
七
頁
、
曜

和
ふ
一
七
い
墜
山
ハ
月
志
－
一
二
9
淋
凪
君
、
　
串
規
弼
翫
｝
一
・
…
鵬
○
）
（
稿
撮
転
得
…
）

北
極
と
繭
細

川小

k牧
喜
　聯
代鰍

購繁
著

　
（
小
牧
實
隠
謀
批
驚
ぴ
、
草
葉
纏
勝
敗
袷
大
賊
第
＋
猟
“
驚
）

　
鰻
雀
閃
民
の
磁
心
が
粥
方
油
．
域
に
の
み
焦
思
づ
け
ら
れ
て
る
る
鮮
．
、
…
、
世
界

銭
財
政
治
大
系
…
…
嬢
、
繭
鑛
三
度
㍊
、
…
海
度
支
郵
…
に
引
績
き
第
、
褥
の
点
本

と
し
て
突
如
㎝
、
北
極
と
粥
極
「
　
を
照
々
の
．
前
に
お
く
っ
た
Q
黒
藻
に
木
器
糸
の

企
識
の
．
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